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減
し
て
考
授
と
す
る
の
み
。
或
は
固
く
.
此
の
卯
反
妙
見
は
.
む

是
又
町
屋
敷
に
被
a
仰
付
-
由
民
而
・
冠
而
被
u

召
上
一
尖
以
後
替
地
不
ν

被
ι
仰
付
二
世
ν
之
卯
反
山
諮
地
に
只
今
罷
在
。
と
紀
紋
す
。
按
宇
る
に
.

創
立
の
寺
地
な
る
枯
木
町
は
.
今
町
・
尾
張
町
の
地
縫
に
て
、
今
柏
木

橋
あ
る
は
其
の
治
名
也
。
共
の
後
の
寺
地
修
理
谷
の
上
と
あ
る
も
の

は
、
今
の
金
津
紳
祉
の
地
遜
た
る
べ
し
。
此
の
地
区
寺
あ
り
し
故
に
、

山
放
を
金
部
山
と
抑
制
せ
し
も
の
也
。
さ
て
共
の
次
の
寺
地
を
中
河
原

か
し
は
甚
だ
繁
昌
し
て
信
徒
常
に
絶
え
宇
。
然
る
に
共
の
後
絶
・
々
と

成
り
.
参
拝
の
人
も
た
く
‘
名
の
み
た
り
し
が
、
文
政
の
初
頃
よ
り

再
び
繁
昌
し
て
‘
男
女
の
信
徒
常
に
絶
ゆ
る
事
友
く
、
堂
に
は
提
燈
・

百
成
た
ど
奉
納
す
る
事
世
相
し
く
、
明
H
K
め
ざ
ま
し
き
事
也
。
と
い
へ

り
。
勉
尾
紀
に
も
.
卯
反
妙
見
は
近
年
ま
で
綾
も
知
ら
ざ
り
し
が
‘

十
年
来
大
に
流
行
し
、
今
は
引
き
も
切
ら
宇
。
百
七
な
り
・
絞
飽
堂

と
あ
る
は
、
今
の
片
町
の
地
溢
に
て
、
三
笠
記
に
も
中
河
原
町
と
あ

り
。
む
か
し
は
片
町
・
河
南
町
を
中
河
原
町
と
鼎
刑
し
た
り
。
故
K
後

陀
河
原
町
の
名
あ
り
。
古
寺
町
も
む
か
し
は
河
原
町
と
呼
ぴ
た
り
し

中
広
満
ち
、
疫
に
金
潔
随
一
の
膝
ひ
と
左
り
ぬ
。
叉
そ
の
利
生
も
あ

ら
た
た
る
都
な
り
。
所
制
人
の
倣
ム
に
よ
り
て
成
も
増
す
友
る
べ
し

と
ぞ
。

左
り
。

。
金
津
山
妙
感
寺

O
高

道

町

法
務
宗
也
。
点
享
二
年
山
梨
批
同
陀
云
ム
。
山
品
寺
開
悲
、
天
正
十
三
年

金
探
枯
木
町
K
於
て
品
問
日
山
一
万
建
立
仕
。
寺
屋
敷
枯
木
町
に
て
千
七
百

五
拾
歩
之
地
、
従
=尚
徳
公
-
拝
領
被
"
一仰
付
寸
然
路
大
翠
寺
御
陣
之
翌

年
、
御
城
下
惣
秘
姻
御
昨
日
前
に
付
、
震
一
-
御
用
-
被
a
召
上
一
替
地
修
理
谷

之
上
陀
而
、
野
村
五
郎
兵
衛
・
前
波
加
右
衛
門
御
率
行
と
し
て
、
先

歩
政
界
側
仕
成
、
共
後
侍
屋
敷
に
混
成
被
pd
H
上
一
替
地
鼠
川
中
河
原

陀
而
、
描
出
野
終
段
石
川
茂
子
翁
一
-一御
移
行
一
先
歩
数
拝
領
仕
候
得
共
、

元
除
九
年
の
地
子
肝
前
裁
許
附
に
、
金
屋
町
尚
道
町
。
と
見
b
‘
金

調
陣
通
町
筋
町
制
容
に
、

一
町
三
十
五
問
高
道
町
。
と
あ
り
。
此
の
町

は
窓
務
中
は
七
夕
所
の
内
陀
て

.
停
役
の
地
た
り
。

O
高
道
町
楽
屋

高
道
町
の
地
溢
た
る
町
筋
は
・
背
は
卯
反
山
の
尼
崎
の
米
K
て
、
小

高
き
出
用
地
陀
道
路
を
附
付
往
来
せ
し
を
以
て
、
尚
道
と
呼
べ

U
。
然

る
を
金
海
市
中
治
々
取
織
ま
り
し
頃
、
小
向
き
荒
地
を
ば
平
均
し
て

令
部
古
附
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志
品
世
情
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